　
第11回　
　　　　　
「国連と呼応して,市民は何ができるか？」
	　

創立3周年記念
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地球市民機構

G. C. I

Global
Citizens 
Initiative

	第１部：総 会  9:45-12:00   （102教室）
Opening：日本の調べ  大月 宗明 氏 ほか

基調講演 「アフリカの平和と開発のために,
国際社会は何ができるか？」
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　池亀 美枝子 氏

国連事務総長室上級アフリカ担当官,TICAD国連代表
東京女子大,サイモンフレーザー大,ストックホルム大学院卒,FAO

（国際食糧農業機構）,WFP(世界食糧計画),UNDP(国連開発
計画),国連本部を含め、国際公務員を25年間務める。
第２部 分 科 会  13:30 –16:00　（402-408教室）
Ⅰ,国連とアフリカ   Ⅱ、国連と環境問題 

Ⅲ、国連の平和構築  Ⅳ、国連と文化・教育 

Ⅴ、国連・市民・ＮＧＯとのネットワーク
＊ 閉 会 式　16:10－16:45　　　　　（402教室）
＊＊d⇒　2008gci@gmail.com,　http://www.e-gci.org
Email：2008gci@gmail.com　URL：http://www.e-gci.or2008 i@gmail.gci.org














日 時 平成⒛年12月23日（火・祝日）


　　 第1部:9:45〰12時 (9:15開場)


第2部:13:30〰16時 (13時受付)





場 所 早稲田大学１４号館    


　　　 　東京都新宿区戸塚町1―104    東西線・早稲田下車





入場料 前売 ２千円（当日:2.3千円）,学生 1千円 (留学生:招待）





推進団体:NPO：未来構想戦略フォーラム, 山元学校, ローハスクラブ,


　　　　 日本の感性21/CNC, 日本ビジネスインテリジェンス協会,ほか


協賛団体:EQコミュニケーションズ㈱,テイケイ㈱,NPO天心会,（財）人間自然科学研究所





「 衰退し行く文明の中で、事態を収拾する別の解決法が発見されたことが認められる。


それが“協調の理想”である。その精神が現代に現れたのが、国際連盟と国際連合で


ある。国連そのものは、世界のそれぞれの国の人民とは直接つながっていない。政府を


通じてつながっている。人民に直接つながる国連が必要である。 」　　A. トインビー





　　           　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　














　      　　　　　　　　　　　　　　     　  　 主催　地球市民機構 (“市民国連”)


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話＆Fax: 〇四二二‐二六-九一五五


　　　　　　　　　　　　

















